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種 Cvalue(Mb) 種 Cvalue(Mb)
パン酵母 12 ヒト 3600
キノコ 17 タバコ 3800
海綿 54 イナゴ,バッタ 6600
ホヤ 160 ゾウリムシ 8600
イネ 590 タマネギ 15000
ウニ 870 ヒマラヤ杉 19000
ニワトリ 1200 イボイモリ 19000
コイ 1700 ユ リ 36000
ヘビ 2100 赤松 68000
サメ 2700 シダ 160000
図2 真核生物のゲノムサイズ
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図9 遺伝子の由来関係
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N個の遺伝子が共通の祖先に辿り着くまでの時間や過程は調べるにはDeathprocessが
有効である.しかし,difh sion で調べるより実際のデータから作ったtreeと理論的な系
図を合わせた方が見やすい.
§中立説の問題点
中立説のこれからの問題点として残っているものもある.そのうちの1つが,分子 レベ
ルの進化と表現型レベルの進化との間の際立った違いが存在することである.進化速度に
ついては,すでに述べたように分子レベルでは分子進化時計と呼ばれる性質があり,表現
型的にはほとんど変わっていない生物でも,急速に進化してきた生物でもほとんど同じ速
さで塩基の置換が起こる.また保守性がある.一方,表現型レベルの進化の特徴は便宜主
義的進化である.つまり,環境に適応したものが多く子孫を残し,適応出来ないものは死
滅する.ヒトとチンパンジーの遺伝子の間には1-2%しか違いがないのに表現型でみる
と大きな違いがある (図12).表現型レベルの大きな違いの原因はまだ現在解明されてい
ない.
チンパンジー ヒト チンパンジー
表現型進化
図12 分子進化と表現型進化の関係
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